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ると，HC の排出が増え CO の排出が減る．一方，トップランドクレビスの容積























第 5 章では，第 4 章につづき，噴射条件に加えて，燃焼室形状の選択による
燃焼改善の可能性を調べた．第 4 章から，パイロット噴霧により軽油蒸気を天
然ガス予混合気内に適度に分布させることは，予混合気の燃焼を促進して未燃
物質の低減に役立つことが分かった．この結果にもとづいて，空気流動を支配
する燃焼室形状の影響が強いと考え，パイロット軽油の噴射条件との組み合わ
せを求める方針について検討した．コモンレール式高圧噴射装置を備えた天然
ガスデュアルフュエル機関において，単段および二段パイロット噴射の噴射時
期ならびに噴射量配分を変更しながら，燃焼室形状の変化が機関性能・排気に
与える影響を調べた．その結果，単段パイロット噴射においては，くぼみ口径
が大きく噴射時期が早くなるほど主燃焼の最大熱発生率が高くなり，CO と HC
は抑えられた．これは，燃焼室くぼみ口径の拡大により筒内流動が弱くなるた
め，早い噴射時期でも軽油噴霧の過剰な希薄化が抑制される結果と考えられる．
一段目パイロット噴射時期を早い時期に固定し比較的二段目の噴射量を多くし
た二段パイロット噴射においては，くぼみ口径の大きい燃焼室ほど未燃物質の
排出が低くなり，早い二段目パイロット噴射時期を選択することで未燃物質を
悪化させず NOx を低くできる．しかし，一段目噴射量を多く，二段目噴射量を
少なくするにつれ，くぼみ口径の影響が弱くなるのが見られた． 
 
以上のように本論文は，天然ガスレシプロ機関の高効率および低エミッショ
ン化を目的として，PCCI 燃焼方式においては最大出力が制限される理由および
未燃物質の排出源について検討した．また，デュアルフュエル方式ではパイロ
ット噴射の制御を用いて高効率，低排出物質となる燃焼制御の方針を得ること
ができた．この研究から得られた知見は，今後天然ガスレシプロ機関の高効率
化のために寄与できると考える． 
 
